
 

 

 

岡崎市 キッズデイズ（秋休み）の設定について 平成 31年度から導入 

平成 30年度小学校球技大会の開催時期変更の経緯と課題 
【経 緯】 
・猛烈な猛暑による熱中症のリスク → 夏季休業以外の涼しい時期での実施の模索 
・９月下旬の土日に計画をしたが、台風の影響で延期が続く → 全種目終了が１０月中旬となる 
【課 題】 
・当初計画していた行事日程の変更（学芸会や地域との行事など） 
・土・日・祝日の開催による関係教職員の時間外従事時間の増加 

   
 
                            

                            今後、進めていくこと等 

 

 

 

 

 

 

                           

キッズデイズの新設 

【内 容】 
・１０月第１週の水木金を休業日と 
 する。 
・夏季休業日を３日間短縮し授業日 
 確保を行う。 
→教育委員会定例会議での承認 
 「岡崎市立学校管理規則の運用 
  について」 

平成 31年度小学校球技大会・中学校新人戦の開催に向けて 

①児童の熱中症のリスクの回避  

②教職員の時間外従事時間の抑制に向けた平日開催の検討 

③計画的な部活動の運営 

国の動向  【キッズウィークの推進】 
・未来投資戦略 2017-Society5.0の実現に向けた改革 
                     (H29.6 閣議決定) 
・「キッズウィーク」総合推進会議（第 1回 H29.7 第 2回 H30.4） 
・学校教育法施行令の一部を改正する政令（H29.9 文部科学省） 

① 関係団体等への周知・協力依頼 
・市当局・市校長会・市Ｐ連 
・市総代会・市商工会・地元関係者 
               等 

② 年間行事の見直し 
・市主催行事の開催時期や内容の見直し  
 → 学校への周知 
・各学校の行事の開催時期等の見直し 
 → 保護者や地域への周知 

・小学校部活動の過熱化 → 無理のない活動となるよう調整 
・天候等による日程変更に伴う影響    等 

【課 題】 

 

目的 猛暑による熱中症のリスクを回避しつつ、教職員の時間外従事時間の削減を目指した大会運営に向けて 

※１０月に行われていた中学校 
新人戦についても、土日開催 
のため、小学校と同様に教職 
員の時間外従事時間増大の一 
因となっている 

       ・熱中症のリスクを削減し、安全に小学校球技大会を運営することが可能となる。 
       ・１０月の時間外従事時間を最大３６時間程度削減することができるなど、教職員の休みの確保に寄与できる。 
       ・１０月に休みが増えることで、子供たちが保護者や地域とともに活動する時間の確保に寄与できる。 

期待される 

効 果 


